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除外事項を付した限定付結論が記載された四半期レビュー報告書の受領、 

平成 23 年 10 月期第 3 四半期報告書の提出 及び 監理銘柄指定の一部解除に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 23 年 10 月期第 3 四半期報告書に関し、平成 23 年 10 月 13 日付で除外事項を付し

た限定付結論のついた四半期レビュー報告書を受領し、本日平成 23 年 10 月 14 日、臨時報告書と

共に東北財務局長宛に提出いたしましたのでお知らせいたします。 

 また、四半期報告書の提出により、当社株式の監理銘柄（確認中）の指定を解除する旨の通知を

受領いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．除外事項を付した限定付結論のついた四半期レビュー報告書の受領 

 当社は、平成 23 年 8 月 9 日付｢不適切な取引及び会計処理の全容判明に向けた第三者調査委

員会の設置に関するお知らせ｣にて公表しましたとおり、当社において不適切な取引及び訂正の

対象となり得る会計処理が存在する疑義が生じたことを受けまして、外部の専門家から構成さ

れる第三者調査委員会を設置し、全容の判明に取り組んでまいりました。 

 しかしながら、調査結果の中間報告が確定するまで、平成 23 年 10 月期第 3 四半期決算の会

計処理に与える影響が確定できないことから、当社において四半期報告書を作成することがで

きず、金融商品取引法に基づく法定提出期限である平成 23 年 9 月 14 日までに提出することが

できなかったため、当社株式は、東京証券取引所より、平成 23 年 9 月 13 日付にて監理銘柄（確

認中）に指定されておりました。 

 その後、平成 23 年 10 月４日付｢過年度決算の訂正による各決算期への影響額について｣でお

知らせしましたとおり、第三者調査委員会の中間報告書の提出を受け、不適切な会計処理の訂

正に伴う利益剰余金の減少額 266,088 千円を平成 23 年 10 月期第 3 四半期連結累計期間に計上

しております。過年度連結財務諸表等については会計監査人による再監査を受けておりますが、

現時点では未了であるため、当該監査の未了部分につきまして、平成 23 年度 10 月期第 3 四半

期に及ぼす影響を確定することができませんでした。 

 これに伴いまして、平成 23 年 10 月期第 3 四半期報告書の四半期レビュー報告書については、

監査未了部分に関して今後実施される監査手続きの結果が平成 23 年度 10 月期第 3 四半期に与

える影響を除くという除外事項を付した限定付結論のついた報告書を受領しております。 

 



２．平成 23 年 10 月期第 3 四半期報告書及び臨時報告書の提出、並びに平成 23 年 10 月期第 3 四

半期決算短信の開示 

 当社は四半期レビュー報告書を受領したことから、本日平成 23 年 10 月 14 日に東北財務局

長宛に平成 23 年 10 月期第 3 四半期報告書を提出いたしました。また、当社は、平成 23 年 10

月期第 3 四半期において不正関連損失として過年度決算の訂正作業にかかる費用を引当金計上

しておりますが、当該金額が企業内容等の開示に関する内閣府令第 19 条第 2 項第 12 号の開示

基準額を超える見込みであることから、臨時報告書を作成し東北財務局長宛に提出しておりま

す。なおこの費用は主に会計監査人への監査費用、第三者調査委員会費用、訂正報告開示支援

費用等であります。更に、平成 23 年 10 月期第 3 四半期決算短信につきましても本日開示して

おります。 

 なお、過年度の訂正後連結財務諸表等の監査が未了で、過年度の有価証券報告書等に係る訂

正報告書を提出していないため、前連結会計年度、前第 3 四半期連結累計期間及び前第 3 四半

期連結会計期間の四半期連結財務諸表等の数値については、当初提出時の数値（訂正事項を反

映させる前の数値）を記載しております。当該訂正事項の確定後、会計監査人による監査を受

け、当期第 3 四半期報告書の訂正報告書を提出することとなります。 

 

３．監理銘柄指定の一部解除 

 当社は、本日、平成 23 年 10 月期第 3 四半期報告書を東北財務局長宛に提出したことにより、

平成 23 年 10 月 15 日付けで東京証券取引所より監理銘柄（確認中）の指定を解除する旨の通

知を受領いたしました。なお、引き続き監理銘柄（審査中）の指定は継続しております。 

 

４．今後の対応 

 過年度の有価証券報告書等の訂正報告書については、今後会計監査人による再監査を経て東

北財務局長宛に提出することといたします。なお、提出時期につきましては、当初は、10 月

14 日までに行う予定でしたが、再監査のスケジュール的な都合もあり、11 月下旬を目処とし

ております。また、過年度決算短信等の一部訂正等については、同時期に提出予定であります。 

 株主様、投資家様及び関係者の皆様には、多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしますこと

を深くお詫び申し上げます。 

 

以上 

 


